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先
日
の
海
外
出
張
の
際
に
、
航
空

機
の
機
内
で
映
画
を
鑑
賞
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
原
題
：T

he Social 
N

etw
ork

）』
と
い
う
二
〇
一
〇
年
に

制
作
さ
れ
た
映
画
で
、F

acebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
を
立
ち
上
げ
た

マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
る
。
今
、
こ
う
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
交
換
を
行
う
機

会
が
多
く
な
り
、Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
端
末
が
手
放
せ
な
い
と
い
う

人
も
多
い
と
い
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
充
実
は
我
々
の
日
常
生
活
を

変
え
、
携
帯
端
末
な
ど
の
ツ
ー
ル
を

介
し
て
様
々
な
場
所
で
ネ
ッ
ト
接
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
か
ら
三
十
数
年
以
上
前
の
話
だ

が
、
私
は
小
学
五
年
生
の
時
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
技
師
の
免
許
を
取
得
し

た
こ
と
か
ら
、
機
械
を
扱
う
の
が
好

き
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
、
こ
う
い
っ

た
関
係
の
道
に
進
む
の
か
な
と
思
っ

た
ら
、
な
ぜ
か
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
へ
と

足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
大

学
で
は
カ
シ
オ
の
「
書
院
」
や
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
「
98
シ
リ
ー
ズ
」
で
ロ
ー
タ
ス
１

-

２-

３
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
あ

り
、
大
学
院
の
研
究
室
で
は
ア
ッ
プ

ル
社
の
「SE

/30

」
や
「C

lassic

」

と
い
う
Ｐ
Ｃ
を
扱
っ
た
。
初
め
て
自

分
で
購
入
し
た
Ｐ
Ｃ
は
「C

olor 
C

lassic

」
で
あ
る
が
、
簡
単
な
改

造
を
試
み
な
が
ら
処
理
速
度
の
向
上

を
図
り
修
士
論
文
を
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
（
論
文
の
内
容
に
関
す
る
議

論
は
別
と
し
て
）。

そ
の
当
時
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
既
に
存
在
し
、
国
内
外
の
雑
誌
を

見
る
と
そ
の
活
用
方
法
は
無
限
に
あ

る
こ
と
を
予
感
さ
せ
て
い
た
。
そ
し

て
今
で
は
そ
の
環
境
は
急
速
に
発
展

し
、
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
簡
単

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報

を
取
得
し
た
り
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
携
帯
端
末
と

ネ
ッ
ト
環
境
の
発
展
が
大
き
く
貢
献

し
た
と
思
わ
れ
る
。
最
初
は
電
話

線
を
介
し
て
接
続
す
る
方
法
か
ら
始

ま
り
、
光
ケ
ー
ブ
ル
や
無
線
接
続
へ

と
移
行
し
、
大
容
量
の
情
報
デ
ー
タ

を
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
携

帯
端
末
か
ら
ネ
ッ
ト
接
続
で
き
る
場

所
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
以
外
に
空

港
や
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
徐
々
に

増
え
続
け
、
無
料
で
接
続
で
き
る
場

所
も
多
い
（
た
だ
し
、
無
料
接
続
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
注
意
）。
私
の
経
験

上
、
海
外
出
張
の
と
き
は
必
ず
ネ
ッ

ト
接
続
が
で
き
る
場
所
を
探
す
。
数

年
前
ま
で
は
時
間
に
よ
る
課
金
制
で

あ
っ
た
が
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
な
ど
も

充
実
し
、
移
動
し
な
が
ら
デ
ー
タ
通

信
が
可
能
と
な
り
、
航
空
機
の
中
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
、
い
よ
い
よ

本
学
で
も
学
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

が
充
実
し
、
様
々
な
活
用
方
法
が
期

待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
扱
う

に
あ
た
っ
て
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
の
遵
守

も
必
要
と
な
る
。

今
回
は
、
こ
の
機
会
を
と
お
し
て
学

生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
ネ
ッ

ト
環
境
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
。 文：荒井宏和（スポーツ健康科学部准教授）
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政
府
が
今
年
示
し
た
成
長
戦
略
の

素
案
に
は
、「
世
界
最
高
水
準
の
Ｉ
Ｔ

社
会
の
実
現
」
に
向
け
、オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
や
Ｉ
Ｔ
教
育
推
進
に
向
け
た
改
革

案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成・

確
保
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
開
発

や
、
双
方
向
型
の
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
遠
隔
教
育
な
ど
の
授
業
革
新
を
推

進
し
て
い
る
。
産
学
官
連
携
で
Ｉ
Ｔ
人

材
育
成
の
仕
組
み
を
来
年
度
中
に
構

築
し
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

推
進
戦
略
本
部
か
ら
出
さ
れ
た
「
世

界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
〜
第

二
次
安
倍
内
閣
の
新
た
な
Ｉ
Ｔ
戦
略
」

で
は
、
計
画
段
階
か
ら
実
行
に
速
や

か
に
移
す
と
宣
言
し
た
。

以
下
は
、
そ
の
資
料
か
ら
関
連

項
目
を
一
部
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

❶
教
育
環
境
自
体
の
Ｉ
Ｔ
化

 

学
校
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
、

一
人
一
台
の
情
報
端
末
配
備
、
電
子
黒

板
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
・
教
材
の
活
用
等
、
初
等

な
実
践
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
を
含
め
、
実
践

的
な
専
門
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
構
築
す
る
。
併

せ
て
、
企
業
に
お
い
て
も
、

期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
確

保
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
魅

力
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
※
４

に
よ
る
実
践
的
な
人
材

育
成
モ
デ
ル
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
Ｉ
Ｔ

人
材
の
ス
キ
ル
を
共
通
尺

度
で
明
確
化
す
る
ス
キ
ル

標
準
を
、
Ｉ
Ｔ
の
技
術
変

化
等
を
踏
ま
え
て
適
切

に
整
備
・
活
用
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
起
業
意
識
を

醸
成
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
通
じ
て
、

Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
起
業
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
担
う
先
端
人
材

の
発
掘
・
支
援
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

産
業
界
と
連
携
し
、
ユ
ー
ザ
ー
・
ベ
ン

ダ
間
を
は
じ
め
、
様
々
な
産
業
間
で
の

人
材
の
流
動
化
や
職
種
転
換
を
容
易

に
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

教
育
段
階
か
ら
教
育
環
境
自
体
の
Ｉ

Ｔ
化
を
進
め
、
児
童
生
徒
等
の
学
力

の
向
上
と
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
※
１

の
向
上

を
図
る
。
併
せ
て
、
教
え
る
側
の
教

師
が
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
Ｉ
Ｔ
教
育
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

Ｉ
Ｔ
活
用
指
導
モ
デ
ル
の
構
築
や
Ｉ
Ｔ

活
用
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。
そ
の

た
め
、
指
導
案
や
教
材
な
ど
教
師
が

活
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、

府
省
の
既
存
の
子
ど
も
向
け
ペ
ー
ジ
も

教
材
等
と
し
て
整
理
し
、
積
極
的
に

活
用
す
る
。
ま
た
、
企
業
や
民
間
団

体
な
ど
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
、
教

育
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
充
実
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

二
〇
一
〇
年
代
中
に
は
、
す
べ
て
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
で
教
育
環
境
の
Ｉ
Ｔ

化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
学
校

と
家
庭
が
シ
ー
ム
レ
ス
※
２

で
つ
な
が

る
教
育
・
学
習
環
境
を
構
築
す
る
。

❷
国
民
全
体
の

　

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
加
え
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
急
速
な
拡
大
に
よ

り
、
国
民
全
体
が
Ｉ
Ｔ
に
触
れ
る
機
会

は
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｉ

に
、
Ｉ
Ｔ
産
業
全
体
の
魅
力
向
上
を

図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

内
閣
府
に
よ
る
平
成
二
三
年
度
青

少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
一
〇
歳
〜
一
七

歳
ま
で
の
世
代
を
対
象
と
し
た
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
携
帯
電
話
を
所

有
（
家
族
と
共
用
も
含
む
）
し
て
い

る
青
少
年
は
、
小
学
生
で
二
〇・
三
％
、

中
学
生
が
四
七・八
％
、
高
校
生
で
は

九
五・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
メ
ー

ル
や
サ
イ
ト
の
閲
覧
な
ど
、
携
帯
電

話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
者
は
、
小
学
生
が
七
五・二
％
、
中

学
生
が
九
五・
七
％
、
高
校
生
が

Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て

豊
か
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
知
識
を
含
め
、
国
民
全
体

の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図
る
。

こ
の
た
め
、
子
ど
も
か
ら
学
生
、
社
会

人
、
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
そ
の
リ
テ

ラ
シ
ー
の
現
状
も
把
握
し
つ
つ
、
年
代

層
別
に
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
遠
隔
教
育
等
Ｉ
Ｔ
の
利

活
用
に
よ
り
、
地
理
的
・
時
間
的
制

約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
離
島
を
含

め
全
国
津
々
浦
々
で
す
べ
て
の
国
民
が
、

自
由
に
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
る
。

❸
国
際
的
に
も
通
用
・
リ
ー
ド
す
る

    
実
践
的
な
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
※
３

の
鍵
を
握
る
の
は

人
材
で
あ
り
、
社
会
的
課
題
の
本
質

を
掘
り
下
げ
て
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る

解
決
策
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
、
Ｉ
Ｔ
の

利
活
用
を
け
ん
引
す
る
高
度
な
Ｉ
Ｔ

人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
実
践
の
中
で
技
術

を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
初
等
・
中
等
教
育
段
階

九
九・
四
％
と
、
中
学

生
以
上
の
ほ
と
ん
ど
が

利
用
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
ら
の
実
態
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

現
在
の
小
学
生
か
ら
高

校
生
は
、

①
携
帯
電
話
を
所
有

す
る
青
少
年
が
増
加
し

て
い
る
。

②
青
少
年
に
よ
る
携

帯
電
話
を
通
じ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
常

態
化
。

③
青
少
年
に
よ
る
携
帯
電
話
を
通
じ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
長
時
間

化
。

④
青
少
年
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
常
態
化
。

が
言
え
る
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
数
字
は
、
対
象
と
な
っ
た

生
徒
た
ち
が
、
今
後
大
学
に
入
学
し

た
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
Ｐ
Ｃ

の
扱
い
に
も
な
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

大
学
に
は
こ
う
い
っ
た
世
の
中
の
流
れ

に
耐
え
う
る
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
実
際
に
高
等
学
校
の
現
場

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
以
外

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
の
Ｉ
Ｔ
教
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
等
教
育

段
階
で
は
、
産
業
界
と
教
育
現
場
と

の
連
携
を
強
化
し
て
、
継
続
性
を
も
っ

て
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育
成
し
て
い
く
環
境

の
整
備
と
提
供
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
分
野
・
地
域
を
越
え
た
全
国
的

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
活
用
し
た

授
業
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
標
準
教

材
と
し
て
位
置
づ
け
生
徒
全
員
が
所

有
す
る
事
例
も
あ
る
。
総
務
省
に
お

け
る
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
推
進
事

業
」
と
文
部
科
学
省
の
「
学
び
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
と
が
連
携
し
て

特
別
支
援
学
校
を
含
め
全
国
の一
〇
校

の
中
学
校
を
対
象
に
実
証
研
究
を
推

進
し
て
き
た
。

文
部
科
学
省
に
お
け
る
情
報
通

信
技
術
の
必
要
性
に
関
す
る
見
解
は
、

ま
ず
情
報
通
信
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
が
極
め
て
一
般
的
な
社
会
に
あ
っ
て
、

学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
、
社
会
で

最
低
限
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を
身

に
付
け
さ
せ
て
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
は
学
校
教
育
の
責
務
で
あ
る
こ
と
。

教
科
指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

の
活
用
は
、
教
員
が
任
意
箇
所
の
拡

大
、
動
画
、
音
声
朗
読
等
を
通
し
て
、

学
習
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
へ
の
興
味

関
心
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
に
資
す

る
も
の
。
学
校
教
育
に
お
け
る
重
要

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
教
科
書
・
教
材
や
情

報
端
末
等
に
つ
い
て
二
一
世
紀
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
力
の
育

成
に
対
応
し
た
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ

と
か
が
必
要
。
子
と
ど
も
た
ち
一
人
一

台
の
情
報
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
高

速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
、
ま
た
こ
れ
ら
の

活
用
を
支
え
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
等
の
整
備
は
、
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の

前
提
。「
新
成
長
戦
略
」
及
び
「
新

た
な
情
報
通
信
技
術
戦
略
」
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
台
の
情
報
端

末
に
よ
る
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学

び
と
学
校
を
創
造
す
る
と
い
う
方
向

性
に
沿
っ
て
、
教
育
の
情

報
化
を
実
効
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り

総
務
省
の
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」
と

の
連
携
に
よ
り
、
モ
デ
ル

地
域
・
学
校
な
ど
で
総
合

的
な
実
証
研
究
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る

（
文
部
科
学
省
「
教
育

の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」）。

本
誌
『R

K
U

 today

』
前
号
で

と
り
あ
げ
た
教
員
特
集
を
考
え
る
と
、

教
員
を
目
指
す
学
生
も
将
来
的
に
通

信
情
報
技
術
を
修
得
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
訪
れ
る
こ
と
は

必
至
で
、
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
教
材
作
り
や
授
業
を
展
開

で
き
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
は
視
野
に
入
れ
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
と
て
も
熱
心
な

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
国
家
予
算
の

二
〇
％
を
教
育
に
充
て
て
い
る
。
そ
の

中
で
特
徴
的
な
も
の
は
、Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
端
末
を
活
用
し

た
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
政
府
が

推
奨
す
る
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
未
来

の
学
校
」
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
二
一
世
紀
の
情
報
化

社
会
を
牽
引
す
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
、
南
米

の
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
ま

で
に
子
ど
も
た
ち
に
一
人
一
台
の
Ｐ
Ｃ
が

配
布
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我

が
国
の
場
合
は
政
府
が
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
一
人
一
台
の
Ｐ
Ｃ
を
持
つ
環
境
を

作
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
諸

外
国
と
の
Ｉ
Ｔ
教
育
環
境
を
比
較
す

る
と
遥
か
に
先
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
強
い
。

※1　ITリテラシー／ITを使いこなす能力のことを意味する。つまり、インターネットなどをうまく利用する力のこと。　※２　シームレス／それぞれを区切ることなく一貫して操作することができる状態。
※3　イノベーション／革新、または新機軸を打ち出すこと。　※4　キャリアパス／自分の仕事において、過去の職歴から現在の職務を通して今後の希望や予想による職歴まで一貫して俯瞰するためのキャリアプラン。
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本
学
の
場
合
、
授
業
や
学
内
行
事
、

そ
の
他
お
知
ら
せ
に
関
す
る
様
々
な
情

報
は
大
別
す
る
と
学
内
掲
示
板
で
情

報
を
得
る
か
、
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
情
報
を
得
る
と
い
う
二
通
り
の
方
法

が
あ
る
。
ま
た
教
員
に
よ
っ
て
は
、
Ｐ

Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
た
り
、
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
学
内
で
自
ら
が
持
参

し
た
端
末
を
利
用
す
る
学
生
の
数
は

決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず
、
大
学
が
設

置
し
た
Ｐ
Ｃ
を
限
ら
れ
た
空
間
と
時
間

の
中
で
活
用
し
て
い
る
学
生
が
多
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
も
し
こ

の
制
限
が
開
放
さ
れ
た
ら
な
ら
ば
、
自

由
な
場
所
で
端
末
を
使
っ
た
活
動
が
可

能
に
な
り
、
授
業
へ
の
様
々
な
参
加
形

態
が
考
え
ら
れ
、
学
生
の
興
味
関
心
が

増
す
可
能
性
も
期
待
さ
れ
る
。

従
来
の
学
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
テ
レ
コ
ム
社
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
B
B
モ
バ
イ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
み
が
設

置
さ
れ
、
自
ら
が
契
約
ま
た
は
学
内

で
登
録
し
た
者
が
接
続
し
て
使
用
で

き
た
。
し
か
し
外
部
の
業
者
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
大
学
と
し
て
自
前
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
、
本
学
に
お

け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨
年
度
教
職
員

で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
結
成
し
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
現

状
を
率
直
に
述
べ
る
と
、
必
ず
し
も

他
大
学
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
環
境
が
十
分

に
構
築
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
先

の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
通
信
環

境
の
制
限
が
発
生
し
、
本
学
の
学
生

や
教
職
員
の
外
部
と
の
通
信
や
情
報

収
集
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
学
生
教
職
員

に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
く
、
ま
た
五

年
、
一
〇
年
先
の
時
代
を
見
据
え
、
学

内
外
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
が
提
案
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
将
来
の
ク
ラ
ウ
ド
化

に
も
対
応
で
き
る
快
適
な
高
速
大
容

量
通
信
を
可
能
と
し
た
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
ど
ち
ら
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対

応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

災
害
時
な
ど
は
近
隣
住
民
に
も
開
放

し
周
辺
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
従
来
の
通
信
機
器
を
更
新
し
、

通
信
不
能
と
な
る
事
態
を
回
避
す
る

と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
証
の
仕
組

み
を
導
入
し
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
な
ど
で
あ
る
。W

i-F
i

環
境

で
の
通
信
が
日
常
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
簡
単
且
つ
快
適
な
無
線
通
信
環
境

を
提
供
し
、
授
業
や
学
習
、
研
究
に

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

端
末
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
内
蔵
パ
ソ
コ
ン
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
カ
ー
ド
＋
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対

応
パ
ソ
コ
ン
、W

i-F
i

に
対
応
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

な
ど
で
あ
る
。
本
学
の
学
生
お
よ
び

教
職
員
が
接
続
す
る
た
め
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
はW

i-F
i

を
Ｏ
Ｎ
に
し
て
Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
※
５

「R
K

U
_JO

IN

」
に
て
端
末

の
登
録
を
行
う
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て

誰
の
端
末
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
い
る
か
と
い
う
の
が
設
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
登
録
を
行
え
ば
、
一
定
期
間

今
回
の
本
学
に
お
け
る
大
規
模
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
は
、
今
後
授

業
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
で
の
活
用
に
貢

献
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ

は
海
外
か
ら
来
た
留
学
生
に
と
っ
て
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
身
近
に
あ
る
こ

と
は
、
日
本
で
の
生
活
に
大
変
心
強
い

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
期
待
感
が
先
行
す
る
一

方
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
基
本
的

な
考
え
方
も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
友
達
や
教
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
が
メ
ー
ル
だ
け
に
な
っ
て

そ
の
情
報
は
シ
ス
テ
ム
に
保
持
さ
れ
る
。

登
録
が
完
了
し
て
い
る
端
末
で
あ
れ
ば

次
に
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
「R

K
U

_W
i-F

i

」
に

接
続
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
る
。

学
内
で
接
続
が
で
き
る
場
所
は
、
龍

ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は
お
お
む
ね
二
号
館
、

三
号
館
、
六
号
館
、
七
号
館
を
除
い
た

エ
リ
ア
で
あ
り
約
二
〇
〇
箇
所
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
新
松
戸
キ
ャ

ン
パ
ス
は
約
一二
〇
箇
所
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ほ
ぼ
全
域
で
接
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

し
ま
う
の
は
寂
し
い
し
、
大
学
と
し
て

意
図
し
な
い
活
用
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で

有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

く
の
知
識
を
得
る
機
会
へ
と
発
展
す
る

こ
と
を
望
む
。

※5　SSID／無線LANにおけるアクセスポイントの識別符号。

ラフバラ大学（UK）の
大学院生とインターネッ
ト回線を用いた双方向
授業の様子（スポーツ
健康科学部荒井ゼミ 
2007年）

［龍ケ崎キャンパス］

［新松戸キャンパス］
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流
通
情
報
学
部
流
通
情
報
学
科
の

設
置
、
平
成
一
三
年
の
法
学
部
企

業
法
学
科
（
現
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
）

及
び
自
治
行
政
学
科
の
開
設
、
平

成
一
八
年
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
の
設
置
と
、

大
学
の
規
模
は
拡
大
の
一
途
を
辿
っ

た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
五
学

部
八
学
科
、
大
学
院
五
研
究
科
に
、

合
わ
せ
て
五
七
九
五
名
の
学
生
が
在

籍
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
我
が
国
の
一
八
歳
人

口
は
す
で
に
平
成
五
年
か
ら
減
り

始
め
て
お
り
、
平
成
一
三
年
に
は

一
五
〇
万
人
ほ
ど
に
、
平
成
二
〇

年
に
は
一
二
〇
万
人
台
に
ま
で
減
少

し
、
現
在
も
ほ
ぼ
こ
の
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
八
歳
人
口

の
持
続
的
な
減
少
の
中
で
、
短
大

も
含
め
た
大
学
進
学
率
は
、
若
干

は
上
昇
し
た
も
の
の
ほ
ぼ
五
〇
％
台

で
推
移
し
、
今
後
は
下
が
る
気
配

す
ら
あ
る
。
そ
の
結
果
、
志
願
者

数
の
激
減
し
た
グ
ル
ー
プ
と
、
む
し

ろ
増
加
し
た
グ
ル
ー
プ
と
へ
の
、
私

立
大
学
の
二
極
分
化
が
始
ま
っ
た
。

本
学
は
こ
の
間
に
、
学
部
学
科

と
入
学
定
員
を
増
や
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
四
年

に
二
学
部
だ
け
で
九
六
〇
〇
名
も
い

た
推
薦
・Ａ
Ｏ
を
除
く
「
一
般
入
試
」

流
通
経
済
大
学
は
二
〇
一
五
年
に

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
秋
か
ら
新
た

に
「
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
五
〇
周
年
を
一つ
の
節

目
に
、
次
の
五
〇
年
へ
の
飛
躍
に
向

け
た
大
学
の
中
・
長
期
の
将
来
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
は
、
教
育
改
革
だ
け
で
な
く
、

新
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
館

の
建
設
や
、
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
新
二
号
館
の
建
設
等
の
計

画
も
含
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
・
長
期
計
画
の
企
画
・

立
案
と
そ
の
実
行
こ
そ
が
、
今
後

の
一
八
歳
人
口
の
減
少
傾
向
の
中
で
、

本
学
が
更
な
る
発
展
を
し
て
い
く
た

め
の
唯
一
の
方
策
に
な
る
だ
ろ
う
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

本
学
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状

を
正
確
に
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後

の
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
学
は
、
昭
和
四
〇
年
に
経
済

学
部
経
済
学
科
だ
け
の
単
科
大
学

と
し
て
開
学
し
た
が
、
当
初
は
入

学
定
員
が
二
〇
〇
名
の
ご
く
小
規

模
な
大
学
で
あ
っ
た
。
し
か
し
高

度
経
済
成
長
の
只
中
に
あ
っ
て
、
流

通
の
近
代
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
流
通
経
済
一
般
に

の
志
願
者
数
が
、
平
成
五
年
か
ら

大
幅
に
減
少
し
始
め
、
新
松
戸
キ
ャ

ン
パ
ス
が
開
校
し
た
平
成
一
六
年
に

は
四
学
部
計
で
た
っ
た
一
〇
〇
〇
名

ほ
ど
に
、
平
成
二
〇
年
に
は
五
学

部
合
わ
せ
て
も
八
四
一
名
に
ま
で
減

少
し
て
し
ま
っ
た
。
学
部
や
キ
ャ
ン

パ
ス
の
増
設
が
、
全
く
と
言
っ
て
良

い
ほ
ど
、
志
願
者
数
の
増
加
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。
規
模
は
拡
大
し
た

が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
伴
わ
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

一
方
で
、
必
ず
し
も
伝
統
校
で
は

な
い
東
京
周
辺
の
中
堅
校
の
中
に

も
、
志
願
者
数
を
減
ら
す
こ
と
な

く
、
減
ら
し
て
も
せ
い
ぜ
い
二
分
の一

程
度
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
学
部

増
設
で
志
願
者
数
を
増
加
さ
せ
て

い
っ
た
大
学
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

関
す
る
研
究
と
教
育
を
振
興
し
て
、

我
国
経
済
の
飛
躍
的
発
展
を
図
る
」

と
の
趣
旨
で
設
立
さ
れ
た
本
学
に
寄

せ
る
社
会
や
産
業
界
の
期
待
に
は
、

極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
企
業
系
大
学
と
し
て

の
確
固
た
る
地
歩
を
固
め
、
あ
ま

た
あ
る
私
立
大
学
の
中
で
も
、
抜

群
に
高
い
就
職
内
定
率
を
誇
っ
て
き

た
。
今
日
で
こ
そ
「
実
学
教
育
」

を
謳
わ
な
い
大
学
は
な
い
ほ
ど
で
あ

る
が
、
本
学
の
よ
う
に
昭
和
四
〇

年
代
か
ら
一
貫
し
て
産
業
界
と
の
連

携
を
校こ

う
ぜ是

と
し
て
き
た
大
学
と
い

う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
稀け

う有
と
言
っ
て

良
い
。

設
立
後
ま
も
な
い
時
期
に
起
き

た
「
日
通
事
件
」
に
よ
る
危
機
も
、

昭
和
五
一
年
頃
に
は
乗
り
切
り
、
念

願
の
経
営
的
な
自
立
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
一
八
歳
人

口
が
昭
和
五
一
年
の 

一 

五
四
万
人
か

ら
再
び
増
え
続
け
、
平
成
四
年
に

は
二
〇
五
万
人
に
ま
で
継
続
し
て

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
志
願
者
数

の
増
加
を
背
景
に
、
本
学
で
も
学

部
学
科
の
増
設
に
よ
る
拡
大
路
線

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
六
三
年
の
社
会
学
部
社
会

学
科
の
開
設
、
平
成
五
年
の
国
際

観
光
学
科
の
増
設
、
平
成
八
年
の

歴
史
も
立
地
条
件
も
そ
し
て
規
模

も
、
本
学
と
さ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
本
学
が
ピ
ー
ク
時

の一
〇
分
の一
以
下
に
ま
で
志
願
者
数

を
減
ら
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、

何
よ
り
も
増
設
さ
れ
た
学
部
学
科

の
構
成
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
平
成
二
一
年
以
降
は
、
入

試
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
入
試
広
報

の
充
実
を
図
り
、
本
学
も
こ
の
四

年
で
、
Ａ
Ｏ
と
推
薦
を
除
く
「
一
般

入
試
」
の
志
願
者
数
だ
け
で
、
倍

近
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
入
学
し
て

く
る
学
生
の
「
偏
差
値
」
は
格
段

に
向
上
し
た
。
本
学
を
志
望
す
る

学
生
の
層
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
ら
の
基
礎
学
力
の
高
い
優
秀
な
学

生
に
付
加
価
値
を
付
け
て
社
会
に

送
り
出
す
こ
と
で
、
本
学
の
教
育

に
対
す
る
評
価
も
高
ま
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

た
だ
、
本
学
の
更
な
る
飛
躍
的

発
展
は
、
今
後
も
「
一
般
入
試
」

等
の
志
願
者
を
大
幅
に
増
や
す
以

外
に
は
望
め
な
い
。
そ
こ
で
「
将
来

構
想
検
討
委
員
会
」
で
は
、
教
育

の
「
質
の
転
換
」
を
図
り
、
明
確

な
教
育
目
標
の
設
定
と
そ
の
達
成

度
評
価
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
教
育
内
容
の
改
革
と
と
も
に
、

既
存
の
五
学
部
体
制
を
徹
底
し
て

見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
整
理
統

合
も
検
討
し
な
が
ら
、
全
く
新
た

な
新
学
部
、
新
学
科
の
開
設
ま
で

も
視
野
に
入
れ
て
、
中
・
長
期
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

中国海南大学留学希望者面接
グアム大学来訪
正則学園高校塩澤理事長を訪問
武蔵大学清水学長を訪問
教員免許状更新講習実施委員会
全学教員会議
常磐大学森学長を訪問
私立大学連盟学長会議（京都）
教員免許状更新講習実施委員会
岡部新理事長歓迎会
教員免許状更新講習実施委員会
経済学部教授会出席
高等教育の振興に関する協議会（新松戸）

4日

6日
10日
11日

12日
15～16日
18日
20日
25日

28日

6月

学部長連絡会議
創立50年史編集会議
理事長との打ち合わせ会議
剣道部OB冨永氏八段昇段報告に来訪
教員免許状更新講習実施委員会
流通経済大学研究倫理審査委員会
朝日新聞出版『Mook』取材
高等教育の振興に関する協議会（龍ケ崎）
鹿島学園高校訪問

2日
17日
18日
19日
23日

25日
27日
29日

7月

拡大学部長連絡会議
医療法人徳洲会来訪
理事長打ち合わせ
特別奨学生活動報告会
理事会
経済学部教授会出席
全学入試協議会
大学協議会
将来構想検討委員会
平成25年度春学期卒業式

2日

12日
17日

19日
24日

28日

9月

谷川真理客員教授との会食
学内理事・評議員会
教員免許状更新講習判定会議
青島健太客員教授との会食

6日
7日
9日
21日

8月

［学長の活動］   2013 年6 月～2013 年9 月

学
長  

小
池
田
冨
男

Tomio Koikeda
Gakuchoshitsu Dayori

vol.18
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128

93 96
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99
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116

165 165
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177
180 181 176

166
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109
107 107

5
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25
27

29 31 34

35
36

36 34 34 34 33 32 31 31 31 33 34 34 33
30 28

25 25 27

4 5
6 6 6

8
11

12 13 13 13
14 14 15

16
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18 18 18 18 18 10 17
21

22 22 23 24
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25 25 24 23 22 21 19
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16 18 20 21 22 25 29 31 33 33 33 36 38 39 41 42 42 43 43 41 41 41 41 42 42 41
44 47 47 48 49 52 54 55 56 57 58 59 59 59 60 60 61 60 60 60 60 61 61 61 62

58.8% 進学率２（大学＋短大）
大学：
短大：

50.9%
5.9%

92.5% 収容力（大学＋短大）

79.7% 進学率1（大学＋短大＋高専＋専門学校）
大学：
短大：
高専4年次：
専門学校：

50.9%
5.9%
0.9%
22.0%

61.8% 現役志願率（大学＋短人）
大学：
短大：

55.7%
6.1%
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● １８歳人口＝

●  進学率１＝

● 進学率2＝

○ 高校等卒業者数＝

○ 現役志願率＝

○ 収容力＝

３年前の中学校卒業者数

当該年度の大学・短大・専門学校の入学者、高専４年次在学者数

当該年度の大学・短大の入学者数

高等学校卒業者数

当該年度の高校等卒業者数のうち大学・短大へ願書を提出した者の数

当該年度の大学・短大人学者数

１８歳人口

１８歳人口

当該年度の高校等卒業者数

当該年度の大学・短大志願者数

高専４年次在学者数

専門学校入学者数（万人）

大学入学者数（万人）

短大入学者数（万人）

高校等卒業者数（万人）

１８歳人口及び高等教育機関への入学者数及び進学率等の推移

（出典：文部科学省 「学校基本調査報告書」、総務省統計局 「人口統計」）
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今
回
は
、留
学
の
実
質
的
な
内
容
の一
部
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。第
１
回
と
第

２
回
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
は
、「
留
学
っ
て
、遊
ん
で
い
る
だ
け
な
の
？
」と
い
う
印
象
を
受
け

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
が
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学

に
行
っ
た
一
番
大
き
な
目
的
は
、ラ
タ
ー
ル
先
生
の
研
究
室
で
、ハ
ト
を
使
っ
た
動
物
実
験
を
行

う
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、国
や
場
所
が
変
わ
る
と
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。実
験
を
始
め
る

ま
で
に
は
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
活
動
も

郷
に
入
り
て
は

郷
に
従
え

山
岸
直
基

（
社
会
学
部
准
教
授
）

ウ
ェ
ス
ト

バ
ー
ジ
ニ
ア

大
学

留
学
記

左から
実験箱の中のハト／
ハトの飼育室／
飼育室のハト

左から
体重の記録／
ラタール先生の
実験室入口

実験室

第3回
〈全4回〉

W
e

st V
irg

in
ia

 R
e

p
o

rt

W
h

e
n

 in
 R

o
m

e
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o
 a

s th
e

 R
o

m
a

n
s d

o
.

に
合
格
し
、
無
事
に
実
験
室
エ
リ
ア
に
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

許
可
さ
れ
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
て
か

ら
も
、
二
つ
あ
る
扉
の
う
ち
私
の
身
分
証

で
は
一つ
の
扉
し
か
開
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
運
よ
く
（
？
）
私
の

オ
フ
ィ
ス
か
ら
近
い
ほ
う
の
扉
だ
っ
た
の
で
、

日
常
的
に
不
都
合
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
う
い
っ
た
こ
ろ
は
、
結
構
ア
バ
ウ
ト
な
の

だ
な
あ
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ハ
ト
が
や
っ
て
き
た

ラ
タ
ー
ル
先
生
の
実
験
室

で
は
、
主
に
、
ラ
ッ
ト
、
ハ
ト
、

魚
を
使
っ
て
実
験
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
ハ
ト
を
使
わ

せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で

と
だ
い
ぶ
勝
手
が
違
い
ま
し

実
験
エ
リ
ア
に
入
る

許
可
を
得
る

ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
心
理
学
の

教
員
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
と
い
う
建
物
の
中
に
オ
フ
ィ
ス
を
持
っ

て
い
て
、
彼
ら
の
実
験
室
も
そ
の
中
に
あ

り
ま
し
た
。
私
は
大
学
の
客
員
研
究
員

と
い
う
肩
書
き
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
、
実
験
室
エ
リ

ア
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
験
室
エ
リ
ア
に
通
じ
る
扉

は
常
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
、

許
可
さ
れ
た
人
の
身
分
証
で

の
み
鍵
を
開
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
許
可
を
得
る
た

め
に
は
、
実
験
の
心
得
を
学

び
、
ネ
ッ
ト
上
の
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
が
、
そ
こ
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
名
の

と
お
り
、
多
く
は
、
医
学
関
係
の
倫
理

の
話
で
、
外
科
手
術
を
す
る
と
き
の
問

題
や
、
薬
物
使
用
の
注
意
と
い
っ
た
話
で
、

私
が
行
う
心
理
学
関
連
の
実
験
と
は
無

縁
の
内
容
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
学
の

ル
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
慣
れ

な
い
医
学
関
連
の
勉
強
を
し
て
、
試
験

た
。
と
い
う
の
も
、
大
学
で

の
動
物
管
理
は
か
な
り
徹
底

し
て
い
て
、
大
学
の
外
部
か

ら
実
験
動
物
を
持
ち
込
ん
だ

場
合
、
三
ヶ
月
ほ
ど
、
他
の

実
験
動
物
と
は
別
の
部
屋
に

隔
離
さ
れ
、
そ
の
間
に
、
健

康
問
題
が
な
い
か
検
査
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
新
し
い
実

験
動
物
が
外
部
か
ら
病
原
菌

を
持
ち
込
む
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
よ
う
な
事
情
で
、
獣
医
が
常
駐
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

実
験
準
備
に
と
り
か
か
る

ハ
ト
と
一
概
に
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
種

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
、

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
カ
ワ
ラ
バ
ト
（
い
わ

ゆ
る
ド
バ
ト
）
の
ほ
か
に
キ
ジ
バ
ト
が
い
た

り
し
ま
す
。
実
験
室
で
使
用
し
て
い
た
ハ

ト
は
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ル
ノ
ー
」
と
い
う
種

の
ハ
ト
で
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
公
園
な

ど
で
よ
く
見
か
け
る
ハ
ト
と
は
違
い
、
真
っ

白
で
、
体
重
も
お
そ
ら
く
倍
以
上
、
か

な
り
大
き
な
ハ
ト
で
す
。
日
本
で
普
通
に

生
活
し
て
い
る
と
、
こ
の
ハ
ト
を
見
か
け

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ル
ノ
ー
四
羽
を
使
っ

て
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ず
、
隔

離
さ
れ
た
部
屋
か
ら
実
験
室
フ
ロ
ア
の
飼

育
室
に
ハ
ト
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
実

験
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ハ
ト
の
体
重

管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

ハ
ト
は
通
常
、
お
と
な
し
く
体
重
計
に

乗
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、ラ
タ
ー

ル
先
生
の
実
験
室
で
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を

使
っ
て
体
重
測
定
を
し
て
い
ま
し
た
。ピ
ッ

チ
ャ
ー
と
い
う
の
は
飲
み
屋
で
ビ
ー
ル
な

ど
を
大
量
に
入
れ
て
テ
ー
ブ

ル
に
置
い
て
お
く
容
器
の
こ

と
で
す
。
空
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

に
ハ
ト
を
、
頭
を
下
に
し
て

入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
体
重

計
（
キ
ッ
チ
ン
用
の
計
量
器
）

に
載
せ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
体

が
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
サ
イ
ズ

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
ハ
ト

の
体
重
測
定
の
写
真
は
取

り
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
ハ
ト
の
尾
だ
け
が
出
て
い

て
な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
し
た
。

実
験
が
い
っ
た
ん
始
ま
っ
た
ら
、
週
末

を
含
め
毎
日
大
学
に
来
て
実
験
を
し
て
い

ま
し
た
。
猛
暑
の
日
も
、
大
雨
の
日
も
、

寒
い
雪
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。「
行
動
の

柔
軟
性
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
な
ん
と
か
帰
国
直
前
に
実

験
が
す
べ
て
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
私
の
手
元
に
は
今
で
も

七
月
か
ら
三
月
ま
で
の
ハ
ト
た
ち
の
体
重

の
記
録
（
手
書
き
）
が
あ
り
ま
す
。
日
々

の
実
験
結
果
に
つ
い
て
、
ラ
タ
ー
ル
先
生

や
大
学
院
生
と
議
論
し
た
こ
と
は
今
で

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

秋のライフサイエンス・ビルディング
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教職員紹介 流通経済大学Close Up!

健康―ヒトから地球へ

　大学に33歳で職を得、あっという間
に32年が経ちました。大学教員は「研
究と教育」で「パン」を得ます。私は龍ケ
崎市近郊の調査地でネットと野帳片手
に1982年から毎年、そこで見られるす
べてのチョウの数を記録して去年で30
年になりました。30年経っても種数は
ほとんど変わりませんが、顔ぶれは随
分と変わりました。温暖化と調査地周
辺の都市化の影響です。これから退職
までの間、パソコンとにらめっこで論
文に仕上げます。一方、「教育」では一般
教養の一員として、「生命科学」と「生態
学」の講義を受け持ち、個人の健康と地
球の健康について多くの学生に考える
機会を提供しました。現在の生命科学
は長寿ばかりでなく、不死さえもが視
野に入るほどに発展し、まさに神の領
域を侵す勢いです。一方で、今世紀ほ
ど人間の諸活動が地球環境に大きな負
荷を与えている時代はないと言えます。
私の受講生たちが、いずれ迎える卒業
後の社会でも将来持つであろう家庭で
も、自分や周辺の人たちの健康はもと
より、地球の健康も念頭において日々
の生活を続けてくれることを願います。

裁判員裁判が得意の
弁護士教官です

　私は、自称「実務家教官」です。
　司法試験、司法修習生を経て29年
間検察官の仕事をし、その後弁護士に
転進して今年で17年目です。
　検察官時代は、刑事事件の捜査・公
判の現場に熱を上げるとともに、発展
途上国の裁判官、検察官、警察官、刑
務官、保護観察官らを日本に集めて刑
事司法実務の向上を目指して国際研修
を行う「国連アジア極東犯罪防止研修
所」の次長や所長を計5年半務めまし
た（公用語＝英語）。
　弁護士になってからも、やはり刑事
事件が多く、学生時代を含めてこの約
50年間、刑法・刑事訴訟法の海で泳い
でいることになるのです。
　そして、今も、裁判員裁判事件を
3件抱えており、第1審が裁判員裁判
での控訴事件も2件抱えているのです

（平成25年8月現在）。
　皆さんには、「この刑法・刑事訴訟法
の海の様子を、カラーで、立体的に、
楽しく伝えたい、そして、こうした美
しく、楽しい海で泳ぎたいという人を
一人でも多く育てたい」と思って教壇
に立っているのです。

交流を基本とした
観光観と社会構築

　観光とは、訪れる側、受け入れる側、
両者をとりもつ側で成り立ちます。し
かし、現在はより細かくとらえないと
対応できない時代となっています。就
活中の学生で某物流企業から「観光学
科がなぜ物流？」との問いに、答えに
窮した学生がいました。ゼミでは、新
しい観光観は都会と地方、人と人との
交流を通じて住みやすい社会をどう築
くかを考えてもらっていますが、物流
はそうした交流産業の一つであり、観
光がなぜ？と問いかける側こそ固定観
念から抜け出していないのです。
　また、観光学には地理、歴史、文化
的理解が欠かせませんが、高校で地理
を学ばなかった学生も多く、伝統文化
にいたっては知識も実感も乏しいのが
現状です。欠けた箇所を補うよう講義
をしていますが、足元の地理観や文化
を理解していないと、異文化交流や相
互交流も掛け声倒れに終わるでしょ
う。それらを踏まえたうえで、新しい
観光観には地域振興、雇用、環境、情
報化など幅広い分野の検証が求められ
ており、社会学における観光の立ち位
置もこれではないかと思っています。

トップアスリートの心性：
競技体験と人格形成

　世界で戦うトップアスリートにどの
ような印象を抱きますか？ アスリー
トは、明るく、元気、爽やかと見られ
ることが多いのですが、実際のところ、
競技スポーツに打ち込めば打ち込むほ
ど、明るく元気ではいられなくなりま
す。心も身体も相当に過酷な状況にな
ります。そうならないと強くなれない
からです。ところで、人は一番エネル
ギーを注いでいることで自分を表現し
ます。アスリートは“動き”などの身体
で自分を表現します。“その人らしさ”
が“動き”に表現されるのです。ですか
ら、その人の光り輝く部分も暗い影の
部分も“動き”に表現されるのです。
トップアスリートは、身も心も相当過
酷な状態で、光と影の双方から成り立
つ全体（自己）を創ってゆきます。
　大学生アスリートの多くも、命を
かけて競技をしていると思います。
その体験はその後の人生を歩む基礎
となります。自身の身体と深く関わっ
て、競技人生の節目となる学生生活
を送ってもらいたいです。臨床スポー
ツ心理学の立場からそれを見守りた
いと思います。

知的発見の
喜びを求めて

　本年度より流通情報学部で勤務させ
ていただいております。出身は大阪な
のですが、なぜか関西弁がほとんどで
ないので、関西人だとは思われません。
しかしふとした言葉づかいから発覚し
てしまうようです（マクドとか）。
　さて私の専門は心理学です。心理学
というとカウンセリングなどの臨床研
究を思い浮かべるかもしれませんが、
私が行ってきたのは基礎研究です。大
学院時代は、環境条件の変化に伴う行
動抵抗性の規定因（？）という難しそう
なことをハトやキンギョ（！）を用い
て研究していました。
　怪しげな私の専門はさておき、心理
学を学んでいつも驚くのは、日常生活
の何気ない行動も、実はきちんとした
法則や理論に従っているということで
す。心理学という学問は、学ぶたびに
人間についての新しい発見が見出さ
れ、何年経っても私の興味を引きつけ
て止みません。大学では、そのような
知的発見の喜びを多くの方と共有でき
ればと思っています。興味があれば授
業や研究室を覗いてみてください。

［経済学部］

山本道也 教授

［法学部］

堀内国宏 教授

［社会学部］

辻原康夫 教授

［スポーツ健康科学部］

武田大輔 講師

［流通情報学部］

井垣竹晴 准教授

［学生生活課］

森 貴樹 職員

初心忘れるべからず

　龍ケ崎は自然が多く、四季の移り変
わりをはっきり感じることができます。
四季の中では「冬」が好きな私ですが、
大学に四季があるとすれば好きなのは

「春」です。なぜ、「春」が好きかというと、
春は学生の新たな目標に向かう生き生
きとした気持ちが伝わってきて、そん
な目標に向かう学生の姿を間近に見て、
大いに力をもらえるからです。
　学生の皆さんは、大学に目標を持っ
て入学をしてきたはずです。しかし、
時の経過とともに、目標を忘れがちに
なる人は少なくないと思います。「初心
忘れるべからず」という言葉があるよう
に、充実した学生生活を送るためには、
入学の際に立てた大学での目標を忘れ
ないことが大事ではないでしょうか。
　私自身、スポーツを通して目標の大
切さを学び、職員となった今、大いに
役にたっています。これからも職員と
なったときに立てた目標、「学生の皆さ
んが充実した学生生活を送れるよう全
力でサポートすること」を忘れず、学
生のみなさんに接していきたいと思い
ます。
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流
通
経
済
大
学
の
先
生
方
に
は
、

大
学
卒
業
以
来
一
貫
し
て
教
育
・
研

究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
が

多
い
が
、
他
の
分
野
か
ら
転
じ
て
こ

ら
れ
た
方
も
少
な
く
な
い
。
私
も

そ
の
「
中
途
参
入
組
」
の一
人
で
あ

る
が
、
こ
の
中
で
溝
田
教
授
の
経
歴

は
こ
れ
ま
で
金
融
関
係
一
筋
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
長
崎
の
ご
出
身
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
長
崎
と
関
東
の
風
土

の
違
い
か
ら
。

「
長
崎
は
『
坂
の
町
』
と
言
わ
れ

る
通
り
、
山
か
ら
す
ぐ
海
に
つ
な
が

る
地
形
で
平
野
が
少
な
く
、
人
家

が
海
岸
線
に
沿
っ
て
蝟い

し
ゅ
う集

し
て
い
ま

す
。
一
方
、
関
東
は
平
野
ば
か
り
で

す
し
、
冬
場
も
天
気
が
よ
く
、
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
茨
城
で

は
、
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
、
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
あ
り

ま
す
。
多
分
、
鎮ち

ん
じ
ゅ守

の
森
か
、
た

き
木
を
採
取
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
最
初
こ
れ

を
見
た
と
き
に
は
不
思
議
に
感
じ

た
も
の
で
す
。
長
崎
で
は
樹
木
は

山
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
数
少
な

い
平
地
は
住
宅
や
畑
の
用
地
と
し

て
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
」な

る
ほ
ど
地
勢
は
随
分
違
う
。

人
々
の
気
質
と
い
う
面
で
は
ど
う
で

す
か
。

「
答
え
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
お

も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
茨
城

で
は
養
子
縁
組
が
多
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
葬
式

や
結
婚
式
に
出
席
し
た
際
に
、
そ

れ
と
分
か
り
ま
す
。
当
地
は
穀
倉

地
帯
で
、
広
大
な
農
地
を
所
有
し

て
い
る
人
が
多
い
。
そ
こ
で
、
娘
が

結
婚
す
る
際
に
新
郎
を
養
子
に
し

て
、
農
地
の
相
続
権
を
与
え
る
と

と
も
に
養
親
に
対
す
る
扶
養
義
務

を
課
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
」

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
、
初
め
て
聞

く
話
で
す
。
さ
て
、
日
銀
と
い
う
の

は
一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
組
織
で

す
が
、
そ
こ
で
、
ど
う
い
う
お
仕

事
を
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

「
在
職
三
一
年
の
う
ち
、
後
半
の
ほ

と
ん
ど
の
期
間
は
、
検
査
等
に
よ

り
金
融
機
関
の
経
営
状
況
を
把
握

す
る
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
ご

承
知
の
通
り
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら

の
バ
ブ
ル
崩
壊
、
地
価
下
落
に
伴

い
、
不
動
産
購
入
資
金
を
貸
出
し

て
い
た
多
く
の
銀
行
の
経
営
が
悪

化
し
ま
し
た
。
合
併
等
に
よ
っ
て
乗

り
切
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

破
た
ん
し
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
は
私
も
忙
し

か
っ
た
で
す
ね
」

そ
う
い
え
ば
、
十
数
年
前
、
金

融
機
関
の
経
営
悪
化
や
公
的
資
金

に
よ
る
救
済
の
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
で

も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

ね
。「
な
ぜ
銀
行
だ
け
が
税
金
で

救
わ
れ
る
の
か
、
マ
コ
ト
に
け
し
か

ら
ん
」
と
。

「
そ
う
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

当
該
金
融
機
関
か
ら
話
を
聞
い
た

り
官
庁
等
と
相
談
し
、
対
応
策
を

考
え
る
と
い
う
重
要
な
仕
事
の
、
ほ

ん
の
一
部
分
を
担
当
し
て
い
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

平
成
一
〇
年
に
は
破
た
ん
し
て
国

家
管
理
と
な
っ
た
日
本
長
期
信
用

銀
行
（
現
・
新
生
銀
行
）
に
取
締

役
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
官
邸
で
故
・
小
渕
首
相
か

ら
辞
令
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
思
い

出
で
す
」

地
方
銀
行
で
の
お
仕
事
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

「
私
が
勤
務
し
て
い
た
茨
城
銀
行

と
関
東
つ
く
ば
銀
行
と
の
合
併
問

題
で
す
ね
。
合
併
は
、
人
間
で
言

う
と
結
婚
で
す
が
、
こ
の
一
〇
年
の

間
に
両
行
の
間
で
は
、
結
納
を
取

り
交
わ
し
た
り
、
そ
の
後
破
談
に

な
っ
た
り
、
慰
謝
料
を
よ
こ
せ
と

い
う
裁
判
に
な
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
三
年
前
、

よ
り
を
戻
し
て
め
で
た
く
結
婚
（
合

併
）
と
い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
は
茨
城
銀
行
サ
イ
ド

の
交
渉
担
当
者
で
し
た
の
で
、
通

常
の
銀
行
実
務
は
あ
ま
り
や
っ
て
い

な
い
の
で
す
。
銀
行
員
だ
っ
た
と
い
っ

て
大
き
な
顔
は
で
き
ま
せ
ん
」

そ
れ
も
時
代
の
要
請
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
将
来
銀
行

業
界
を
含
む
社
会
に
出
て
い
く
学

生
諸
君
に
一
言
。

「
平
凡
で
す
が
、
本
を
た
く
さ
ん

読
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
本
を
読
む

こ
と
は
著
者
の
経
験
を
追
経
験
す

る
こ
と
で
す
。
読
書
に
よ
り
、
い

く
つ
も
の
人
生
を
経
験
で
き
る
し
、

知
的
能
力
も
高
ま
り
ま
す
。
図
書

館
を
利
用
す
れ
ば
お
金
も
い
り
ま

せ
ん
し
ね
。
将
来
、
仕
事
に
も
き
っ

と
役
立
ち
ま
す
」

●溝田泰夫／みぞた・やすお

長崎県出身。1972 年京都大学法学部卒業後、日本銀行に入行。主として金融機
関の経営分析に従事した。平成初めのバブル崩壊時には経営が悪化した銀行の再
建、処理問題を担当。検査室長を最後に 2003 年日銀を退職、茨城銀行に転じた。
2010 年には同行頭取として関東つくば銀行との合併を実現、（合併後の）筑波銀
行会長等も歴任した。2012 年流通経済大学客員教授を経て 2013 年から法学部
教授。現在「現代金融」と「会社法」を担当。

馬場啓一の
ＲＫＵ

ウォッチング
RKU Watching

【第22回】
法学部

溝田泰夫 教 授  

Ya s u o  M i z o t a Keiichi Baba×
「
三
十
数
年
、金
融
関
係
一
筋
で
し
た
」
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社会に出て活躍するには

フロンティアスピリットが

何よりも大切です。

—
—

森
さ
ん
は
富
士
宮
市
の
ご
出
身
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
本
学
に
進
学
さ
れ

た
き
っ
か
け
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
か
？

私
が
高
校
二
年
生
の
頃
に
大
学
進

学
を
考
え
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
案

内
を
取
り
寄
せ
た
の
で
す
が
、
色
と

り
ど
り
の
華
や
か
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
交

じ
っ
て
、
茶
色
と
白
の
渋
い
も
の
が
あ

り
ま
し
て
、
そ
こ
に
は
坂
本
龍
馬
の
写

真
と
と
も
に
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
と
書
か
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
が
流
通
経
済
大
学
だ
っ
た
ん
で
す
。

私
は
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
大
変
ひ
か
れ

ま
し
た
。
中
高
と
陸
上
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
体
育
系
の
学
部
や
、
父
親
の
経

営
し
て
い
る
会
社
の
関
係
で
工
業
系
の

学
部
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
と
も
か
く
「
面
白
そ
う
だ
」
と

強
く
感
じ
、
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

OB/OG訪問

自動車関連の部品を製造する静
岡県富士宮市の日本プラスト株
式会社で最年少の執行役員を務
める森昭彦さん。在学中に得た
「フロンティアスピリット」で道を
切り開いてきたそうです。

〈 取材 〉

立川和美（社会学部准教授）

第13 期生
（1981 年 3月　経済学部卒業）

森 昭彦  さん

Akihiko Mori

—
—

大
学
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

え
え
、
実
は
私
は
小
学
校
か
ら
空

手
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
入
学
式
の

時
に
空
手
部
か
ら
の
勧
誘
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
部

に
入
り
ま
し
た
。
す
で
に
ラ
グ
ビ
ー
部

は
か
な
り
強
く
て
、
経
験
者
が
多
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
初
心
者
の
私

に
は
大
変
苦
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
必

死
に
打
ち
込
み
一
年
生
の
後
半
の
試

合
あ
た
り
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
定

着
し
て
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
と
も
か
く
練
習
あ
る

の
み
で
し
た
ね
。

—
—

そ
れ
に
寮
長
も
な
さ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

は
い
。
当
時
、
総
務
部
の
平
山
さ
ん

（
現
・
事
務
局
長
）
や
学
生
部
の
内
田

さ
ん（
現
・
付
属
柏
高
校
事
務
長
）、そ

れ
か
ら
大
学
の
先
生
方
と
寮
の
運
営

に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
を
し
ま
し
た
ね
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、私
た
ち

学
生
に
対
し
て
も
、本
音
で
語
り
あ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
よ
。つ
く
ば
ね
祭

に
寮
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
も
い
い
思

い
出
で
す
ね
。当
時
は
と
も
か
く
コ
ン

パ
ク
ト
で
仲
間
意
識
の
強
い
大
学
で
し

た
。学
生
も
先
生
方
も
職
員
の
方
も
、

皆
が
こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
こ
う
と
い
う

活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
ね
。大
学
で

の
仲
間
は
、四
国
か
ら
秋
田
ま
で
散
ら

ば
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、今
で
も
ま
め

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

佐
伯
学
園
長
は
、
当
時
は
学
長
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
卒
業
後

一
〇
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
時
も
「
森

く
ん
。
君
は
寮
の
ボ
ス
で
が
ん
ば
っ
て
い

た
ね
」
と
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

の
に
は
感
激
し
ま
し
た
。

—
—

大
学
卒
業
後
は
、
現
在
の
日
本

プ
ラ
ス
ト
に
入
社
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

は
い
。
地
元
に
戻
っ
て
仕
事
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
て
、
で
き
れ
ば
大
手

の
企
業
を
と
考
え
ま
し
た
。
狭
き
門

で
し
た
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
臨
み
、

流
経
大
か
ら
は
初
め
て
の
入
社
と
な

り
ま
し
た
。

—
—

入
社
当
時
は
、
い
ろ
い
ろ
と
大

変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

と
も
か
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
恩

師
か
ら
も
「
三
年
間
は
が
む
し
ゃ
ら

に
や
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

入
社
し
て
三
年
間
は
、
目
の
前
の
こ
と

に
全
力
投
球
し
ま
し
た
。
大
変
な
仕

事
で
も
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
や
り

ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
な
ん
で
す

が
、
三
年
間
持
続
し
て
い
る
と
、
自
然

と
そ
れ
が
自
分
の
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
そ

れ
が
会
社
の
中
で
の
評
価
に
つ
な
が
り

ま
す
。
お
蔭
で
、
最
年
少
で
係
長
に

な
れ
ま
し
て
、
そ
の
時
は
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

—
—

素
晴
ら
し
い
！ 

順
風
満
帆
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

い
や
い
や
と
ん
で
も
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
挫
折
も
あ
り
、
苦
し
い
時
も

あ
り
、
も
う
仕
事
は
嫌
だ
な
、
な
ん

て
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
途
中
で
志
を
変
え
ず
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
が
、
よ
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
流
経
大
で
得
た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
ピ
リ
ッ
ト
」
で
、
会
社
の
中
で
自
分

の
道
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
い
う
や

る
気
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
（
品
質
）
や
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環
境
）
の
審
査
員

の
資
格
や
、
資
材
管
理
士
の
資
格
な

ど
、
猛
勉
強
し
て
取
得
し
た
ん
で
す
。

私
に
と
っ
て
大
学
ま
で
の
勉
強
は
、
ど

う
し
て
も
単
位
を
取
ろ
う
と
い
う
受

け
身
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
社
会

に
出
て
か
ら
は
、
自
分
の
目
標
を
明

確
に
設
定
し
て
必
要
な
勉
強
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
今

は
週
五
日
、
ス
カ
イ
プ
で
マ
ニ
ラ
大
学

の
方
々
と
三
〇
分
間
英
語
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
二
〇

年
前
か
ら
メ
ン
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
活

か
し
て
、
常
に
人
生
、
仕
事
、
家
族

な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
長
期
的
目
標
を

設
定
し
、
自
己
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

—
—

現
在
は
、
最
年
少
で
執
行
役
員

を
お
務
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
の
長
期
的
な
目
標
と
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
は
社
業
に
貢

献
し
た
い
で
す
。
社
員
と
取
引
先
を

幸
せ
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
自
分

の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
を
若
い
人
た
ち
に

受
け
継
い
で
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
し
た
大
き

な
目
標
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
毎
日

五
時
に
起
床
し
六
時
半
に
は
出
社
し

て
、
始
業
ま
で
の
二
時
間
は
、
前
日
の

仕
事
の
反
省
と
そ
の
日
の
仕
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る
、
ま
た
帰
宅
後

は
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
健
康
を

管
理
す
る
な
ど
、
毎
日
の
積
み
重
ね

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

そ
れ
で
は
、
学
生
に
一
言
お
願
い

で
き
ま
す
か
。

ま
ず
、
学
生
諸
君
に
、「
君
た
ち
は

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

る
か
」
と
い
う
こ
と
を
問
い
た
い
で
す
。

社
会
に
出
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
精
神
は
何
よ
り
も
大
切
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
か
ら
大
学
時
代
に
は
、
何
か

一つ
打
ち
込
め
る
こ
と
を
見
つ
け
、
そ

れ
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
に
関
し
て
な
ら
私
は
誰
に
も
負

け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。
一つ
の
こ
と
に
打
ち
込
む
と
、
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
磨
か
れ
ま
す

し
、
挫
折
も
経
験
し
、
何
か
を
運
営

す
る
難
し
さ
も
知
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
人
は
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド

で
、
や
る
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
な
ん

で
す
ね
。
私
が
採
用
し
た
い
と
思
う
の

は
、「
謙
虚
な
負
け
ず
嫌
い
」
と
い
う

人
材
で
す
。
社
会
に
出
た
ら
プ
ロ
な
の

で
す
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
言
い
訳

せ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
謙
虚
な
姿

勢
を
持
ち
つ
つ
、
誰
に
も
負
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
仕
事
が
で
き
る
人
で
す

ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
何
か
一つ
、

「
こ
れ
」
と
い
う
も
の
が
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

—
—

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

森さんは、お休みの日はジョギング
やサイクリングなど、体を動かすこ
とを心がけていらっしゃいますが、
何とトライアスロンもなさるという
ことです。「ジョギングは、卒業以来
ずっとやってます。結構しつこいん
ですかね（笑）」。また今年の夏休みは、
奥様と信州へ美術館巡りの旅に出ら
れたそうです。絵画やガラス工芸、
陶器などもお好きで、「心の栄養にな
るんですよ」とのことでした。
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Life Stories

with 
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流
通
経
済
大
学
校
友
会
・
教
職
員
野
球
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
校
友
会
︼

R
K

U
 In

fo
r
m

a
tio

n

　9月１日、茨城校友会主催
の卓球大会が開催され、県内
各地から約500名もの方に参
加いただきました。
　これは、地域交流の一環と
して行われ、今後も開催を予
定しています。

　本学教職員野球部は、8月7
日から9日に開催された2013
年度 第50回 日本私立大学連
盟教職員野球大会において、2
連覇を達成しました。
　今大会でも2人の学生トレー
ナーが帯同し、選手たちのサ
ポートをしてくれました。

︻
教
職
員
野
球
部
︼

AUTUMN
2013

vol.25

茨城校友会主催 卓球大会開催

第 50 回 日本私立大学連盟教職員野球大会 優勝

［大会結果・表彰選手］
優勝——流通経済大学   準優勝—明治大学　3 位——中央大学   4 位——日本大学
MVP—藤平正義（流通経済大学）

内藤大貴さん
（スポーツ健康
科学部 2 年）

〈 

学
生
ト
レ
ー
ナ
ー 

〉
丸山和也さん

（スポーツ健康
科学部 1 年）

優勝第 50 回 日本私立大学連盟教職員野球大会　
組み合わせ

流
通
経
済
大
学

専
修
大
学

東
京
経
済
大
学

東
洋
大
学

立
教
大
学

創
価
大
学

早
稲
田
大
学

青
山
学
院
大
学

東
邦
大
学

立
正
大
学

中
央
大
学

東
京
農
業
大
学

亜
細
亜
大
学

東
海
大
学

学
習
院
大
学

慶
應
義
塾
大
学

法
政
大
学

明
治
大
学

共
立
女
子
大
学

関
東
学
院
大
学

明
治
学
院
大
学

國
學
院
大
學

文
教
大
学

獨
協
大
学

甲
南
大
学

東
京
情
報
大
学

駒
澤
大
学

津
田
塾
大
学

龍
谷
大
学

拓
殖
大
学

日
本
大
学

補
助
制
度
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。
入
学
後
も
良
き
相
談

相
手
に
な
っ
て
く
れ
て
、
今
で
は
私
の

夫
で
す
。
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
（
笑
）。

─
─

研
究
テ
ー
マ
は
何
で
し
ょ
う
か
？   

「
介
護
施
設
の
中
の
身
体
拘
束
」

で
す
。
日
本
の
施
設
に
現
場
実
習
で

行
っ
た
際
、
台
湾
と
の
違
い
に
驚
い
た

こ
と
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
決
め
た
理
由

で
す
。

身
体
拘
束
＝
無
理
や
り
人
を
抑
え

つ
け
る
こ
と
、
と
受
け
取
ら
れ
そ
う

で
す
が
、
実
際
は
違
い
ま
す
。
例
え

ば
腕
が
痒
い
時
、
人
は
腕
を
掻
き
ま

す
よ
ね
。
認
知
症
の
患
者
の
中
に
は
、

そ
の
行
為
を
血
が
出
る
ま
で
止
め
な

い
人
が
い
ま
す
。
血
が
出
て
も
掻
き

続
け
る
人
も
。
そ
ん
な
自
分
自
身
を

無
意
識
に
傷
つ
け
て
し
ま
う
人
た
ち

の
安
全
確
保
を
す
る
た
め
に
は
ど
ん

な
方
法
が
あ
る
か
研
究
し
て
い
ま
す
。

─
─

具
体
的
に
は
、ど
ん
な
違
い
が
？

台
湾
で
は
、
看
護
師
の
人
手
不
足

な
ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
身
体
拘
束
を
患
者
さ
ん
に
施

す
際
は
現
場
で
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

ま
す
。
国
の
慣
習
と
し
て
実
際
に
よ

く
行
わ
れ
て
い
る
介
護
の
形
と
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
違
い
、
法
律
で
認

め
て
い
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま

す
が
、
身
体
の
動
き
を
制
限
す
る
こ

と
は
、
も
と
も
と
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
身
体
能
力
の
機
能
低
下
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
前
述
の
よ
う
な
場
合
は
、
ど
う

し
た
ら
そ
の
行
動
を
止
め
ら
れ
る
か
、

そ
の
手
段
を
模
索
し
実
践
し
て
い
ま

す
。
人
に
そ
っ
た
優
し
い
介
護
体
制

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

─
─

将
来
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
？

社
会
学
部
で
自
分
の
興
味
の
あ
る

分
野
を
突
き
詰
め
て
勉
強
し
た
現
在

だ
か
ら
こ
そ
、
台
湾
の
良
さ
・
日
本

の
良
さ
を
発
信
で
き
る
場
所
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

vol.23

Hello!  
international  

student!

─
─

来
日
し
た
経
緯
を
教
え
て
も

ら
え
ま
す
か
。

私
は
、
母
国
の
台
湾
で
医
療
系
の

学
校
を
卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て
約

三
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。
働
く
な
か

で
芽
生
え
た
悩
み
が
解
決
で
き
な
か
っ

た
り
、
夜
勤
の
連
続
で
友
人
た
ち
と

の
付
き
合
い
も
減
り
、
さ
び
し
さ
を

感
じ
、
現
状
を
打
開
で
き
る
方
法
が

な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
母
か
ら
日
本
で
学

ぶ
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
母

も
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
て
、
研

修
で
日
本
の
現
場
を
何
度
も
視
察

し
て
い
ま
し
た
。
福
祉
の
分
野
に
つ

い
て
、
台
湾
と
は
違
う
視
点
で
現

場
を
勉
強
で
き
る
と
思
い
、
決
意

し
ま
し
た
。

─
─

日
本
で
福
祉
の
分
野
を
学
ぶ

の
に
流
経
大
を
選
ん
だ
理
由
は
。

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
お
客
様
で
流
経
大

Ｏ
Ｂ
が
い
て
、
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
勉
強
が
で

き
る
こ
と
や
留
学
生
の
た
め
の
学
費

﹁
縁
が
続
い
て
、現
在
の
私
が
い
ま
す
﹂

大学院で福祉関係
の論文制作に励ん
でいる台湾出身の李
さん。現在の研究内
容について生き生き
と語ってくれました。
取材：沖野雅広（企画広報室）

大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
2
年
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NEWS & TOPICS

1総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント優勝3海浜実習
全学

● 創立記念日
● つくばね祭（龍ケ崎キャンパス）
● 通常授業日

● 通常授業日
● 冬期休業

● 秋学期授業開始
● 秋学期定期試験

● 春季休業

［編集後記］

●祝2020年夏季オリンピック開催地に「東
京」決定！
　下馬評ではマドリッド優勢とのことでしたの
でヒヤヒヤしながら見守っておりましたが、何と
マドリッドは一回目の投票で最下位となり、東
京とイスタンブールとの決選投票！ この時点で
勝ったと思いました。
　マドリッドは財政不安、イスタンブールは安全
面で評価を落としたようです。 日本は苦手と言
われていたロビー活動も好結果をもたらし、最
終プレゼンテーションも好印象を与えたようで
す。やはり「お・も・て・な・し」の心が効果を発揮
したのでしょうか。
　本学もスポーツ健康科学部を中心にオリン
ピック開催及び運営に大きく関わっているメン
バーも多いことから、2020年までの7年間はこ
れまで以上の活発な活動が続くと思います。
本学の龍ケ崎キャンパスは成田空港からも近
く、サッカー、ラグビー等の施設も充実している
ので側面から何らかの形でオリンピック開催に
貢献できるかもしれません。
●さて、本誌「RKU Today」も今回の発行で
25号となります。年4回発行の季刊ですから、
丸6年経過し、いよいよ7年目突入となりまし
た。佐々木悟郎氏の表紙イラストも読者に好
評のようです。
　編集委員一同これまで以上に流通経済大
学の魅力を皆様にお伝えするべく精進して参
る所存ですので、これまで以上の応援、よろしく
お願いいたします。

（編集子）

RKU Schedule
2013年10月〜2014年3月

11月
1日
2日～3日
23日

12月
23日
24日～1月4日

1月
6日
21日～2月3日

2月
4日～3月31日

就職関連 〈就職ガイダンス〉

　8月17日、大阪長居スタジア
ムで行われた第37回総理大臣
杯全日本大学サッカートーナメン
ト決勝で、本学サッカー部が明
治大学を3-2で下し、6年ぶり2
度目の優勝を決めました。

　スポーツ健康科学部1年生全
員が参加する海浜実習が6月28
日〜 7月4日に沖縄県渡嘉敷島に
て開催されました。
　学生たちは2班に別れて羽田
空港を出発、自然の中で「生命
の尊厳」や「人間力」を学び考え
るという体験をし、さまざまなもの
を得て帰ってきました。

　本学図書館が毎年開催している「読
書コメント大賞」は、読書をして感じた
ことをポップ広告風にまとめた作品を学
生から募集し、優秀な作品を選考する
企画です。

　7月に行われた2013年度の第1回読
書コメント大賞には169点の応募があ
り、下記の17点が大賞に選ばれました。

4学内合同企業説明会

　9月27日（金）の午後、新松戸キャン
パス学生ラウンジにおいて、4年生を対
象に学内企業説明会を開催しました。
参加企業は34社、学生の参加人数 は
91人でした。学内の説明会に参加す
る企業は「この大学の学生が欲しい」と
いう明確な意志を持っているため、学
外の企業説明会と比べて採用までたど
り着く可能性が高くなっており、学生に
とって効率のよい就職活動ができます。

22013年度 第1回読書コメント大賞 第48回つくばね祭
（龍ケ崎キャンパス学園祭）

開催のお知らせ

各種模擬店や展示、お笑いライブ、
音楽ライブなど、学生たちが張り切って
企画・準備中です。ぜひご来場ください。

《お問い合わせ》 つくばね祭実行委員会
TEL：0297-64-0949（受付時間12:00～16:00）■2013年度 第1回コメント大賞

工藤泰明

森本健斗

木村紳哉

大槻　萌

梅原　翔

永島克人

植田将平

高安美月

Xu Mengmeng

平野千春

相川知未

平賀勝也

成沢虹貴

飯塚愛美

石塚滉平

鈴木麻菜美

福田胡桃

（ビジネス法学科2年）

（経営学科2年）

（経営学科2年）

（経済学科1年）

（経済学科4年）

（経済学科4年）

（経済学科4年）

（経済学科4年）

（国際観光学科3年）

（国際観光学科1年）

（国際観光学科1年）

（自治行政学科1年）

（自治行政学科1年）

（社会学科2年）

（社会学科2年）

（社会学科1年）

（社会学科1年）

「実践日本人の英語」マーク・ピーターセン 著（岩波書店）

「偽りの明治維新 : 会津戊辰戦争の真実」星亮一 著（大和書房）

「藁の楯」木内一裕 著（講談社）

「音の風景」A・コルバン 著・小倉孝誠 訳（藤原書店）

「パブとビールのイギリス」飯田操 著（平凡社）

「バッテリー」あさのあつこ 著（角川書店 他）

「満天の星と青い空」西森博之 著（小学館）

「すべては宇宙の采配」木村秋則 著（東邦出版）

「なぜ私はこの仕事を選んだのか」岩波書店編集部 編（岩波書店）

「最後のロッカールーム : 監督から選手たちへ贈るラスト・メッセージ : 
全国高校サッカー選手権大会敗戦直後の感動シーン」（日本テレビ放送網）

「悪童日記」アゴタ・クリストフ 著・堀茂樹 訳（早川書房）

「深夜特急」沢木耕太郎 著（新潮社）

「なぜ僕は「悪魔」と呼ばれた少年を助けようとしたのか : 『光市母子殺害事
件』弁護団を解任された“泣き虫弁護士"の闘争手記」今枝仁 著（扶桑社）

「「家事の値段」とは何か : アンペイドワークを測る」久場嬉子・竹信三恵子 著（岩波書店）

「善人ほど悪い奴はいない : ニーチェの人間学」中島義道 著（角川書店）

「光」三浦しをん 著（集英社）

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」東野圭吾 著（角川書店）

11月2日㊏ ・ 3日㊐

● エントリーシート対策
● ４年生内定者による
  就職活動体験発表会

● 企業が求める人材像
● 就活マナー講座
● OB・OGからのアドバイス

● 女子学生ガイダンス
● 企業が求める人材像
● グループディスカッション講座

● 学内・合同企業説明会

10月

11月

12月

1月
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流通経済大学2013年度オープンキャンパスは10月26日（新松戸キャンパス）をもって終了となりました。
学生アドバイザーを中心としたスタッフによる説明や教員による模擬授業に加え、今年度は新たに

女子学生スタッフとの対話で本学を知っていただく、女子限定の「ガールズトークカフェ」を企画し、大好評となりました。
今後も入試相談会やキャンパス見学など随時受け付けておりますので、お気軽に入試センターまでお問合せください。

R K U   O P E N  C A M P U S  2 0 1 3

入試日程（11月～12月・全学部）

［平日］  9：00～17：00 ［土曜日］ 10：00～14：00
入試相談会 両キャンパスで開催中

※開催日はホームページでご確認ください。
指定校推薦

自己推薦
（一般・特別）

AO
（一般・特別・課外活動）

土

土

土

土

土

11/9 

11/9 

12/7 

11/16 

12/14 

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

入試種別 試験日期 出願期間

10/21

10/21

11/7

10/28

11/18

月 ～

月 ～

木 ～

月 ～

月 ～

11/5 

11/5

12/3

11/13

12/10

火

火

火

水

火

® 0120-297-141
ees@rku.ac.jp
http://www.rku.ac.jp/go
http://www.rku.ac.jp/go/m

流通経済大学入試センター
［ お問い合わせ ］

Girls' Talk Café




